
提

出

者

川

田

悦

子

平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

一

七

号

請
願
法
に
よ
る
請
願
の
処
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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請
願
法
に
よ
る
請
願
の
処
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書

憲
法
十
六
条
は
請
願
権
を
保
障
し
、
そ
れ
を
受
け
て
請
願
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
法
は
、
「
請
願
は
、
官
公
署
に
お
い

て
、
こ
れ
を
受
理
し
誠
実
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
五
条
）
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
「
誠
実
な
処
理
」
に
は
、
請

願
内
容
に
対
す
る
誠
実
な
処
理
と
と
も
に
、
少
な
く
と
も
請
願
者
に
対
し
、
そ
の
処
理
の
経
過
・
結
果
を
告
知
す
る
こ
と
も
含

ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。

右
質
問
す
る
。


